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は
じ
め
に

　

佐
藤
勇
先
生
が
提
案
し
た「
い
の
ち
を
紡
ぐ 

産
婦
人
科
医
と
小
児
科
医
の
リ
レ
ー
」を
も
と
に
こ
の
コ
ラ
ム
の

題
名
が
検
討
さ
れ
、最
終
的
に「
つ
な
ぐ
命
」に
決
ま
り
ま
し
た
。連
載
形
式
は
、10
月
よ
り
開
始
、月
１
回
第
１

金
曜
日
掲
載
、連
載
期
間
は
１
～
２
年
、最
低
で
も
１
年
間
は
続
け
た
い
、１
回
分
８
０
０
字
、図
か
表
を
１
枚
入
れ

る
、原
則
と
し
て
産
婦
人
科
医
と
小
児
科
医
が
交
互
で
分
担
、で
き
る
だ
け
多
く
の
先
生
方
に
執
筆
し
て
も
ら

う
、医
学
知
識
の
整
理
、伝
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
心
、気
持
ち
、願
い
」な
ど
を
伝
え
る
内
容
に
す
る
─
─
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

連
載
開
始
後
は
数
か
月
に
１
回
編
集
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。病
気
の
は
や
る
季
節
や
話
題
と
な
っ
て
い
る

病
気
を
考
慮
し
て
取
り
上
げ
る
病
気
と
執
筆
者
を
決
め
て
い
く
作
業
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。幸
い
、こ
の

連
載
は
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
長
期
連
載
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
、先
生
方
が
忙
し
い
中
、特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て
か
ら
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
と
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
連
載
で
私
た
ち
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、両
医
会
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、一
般
の
方
へ
の

情
報
提
供
手
段
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
９
年
余
り
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
お
り
、内
容
に
つ
い
て
は
新
聞
掲
載

時
点
で
の
医
学
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、現
在
の
状
況
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、９
年
以
上
、１
０
８
回
に
わ
た
っ
て
新
潟
日
報
紙
上
に
連
載
さ
れ
た「
つ
な
ぐ
命
」が
書
籍
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
連
載
は
、新
潟
県
産
婦
人
科
医
会
と
新
潟
県
小
児
科
医
会
の
共
同
執
筆
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
年
も
経
つ
と
、こ
の
連
載
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
知
ら
な
い
先
生
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。そ
こ
で
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
当
時
の
こ
と
を
書
き
記
し
て
お
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
の
始
ま
り
は
、当
時
新
潟
県
小
児
科
医
会
会
長
で
あ
っ
た
庄
司
義
興
先
生（
庄
司
こ
ど
も
医
院
）が
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
２
カ
月
児
か
ら
開
始
す
る
た
め
に
、当
時
新
潟
県
産
婦
人
科
医
会

会
長
で
あ
っ
た
徳
永
昭
輝
先
生（
と
く
な
が
女
性
ク
リ
ニッ
ク
）に
協
力
を
お
願
い
し
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、両
医
会
と
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
年
２
回
程
度
、幹
部
同
士
で
会
合
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
産
婦
人
科
医
会
会
長
は
徳
永
先
生
、副
会
長
は
児
玉
省
二
先
生（
当
時
・
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
、

現
在
・
新
潟
南
病
院
）、小
児
科
医
会
は
会
長
が
私
に
交
代
し
、副
会
長
は
佐
藤
雅
久
先
生（
さ
と
う
小
児
科
医
院
）

と
佐
藤
勇
先
生（
よ
い
こ
の
小
児
科
さ
と
う
）、総
務
は
川
﨑
琢
也
先
生（
か
わ
さ
き
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
）で
し
た
。

そ
の
何
回
目
か
の
会
合
の
と
き
に
、他
県
の
小
児
科
医
会
が
出
し
た
病
気
解
説
の
小
冊
子
を
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

徳
永
先
生
が
興
味
を
示
さ
れ
、こ
の
よ
う
な
こ
と
を
新
潟
県
で
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

面
識
の
あ
る
新
潟
日
報
社
の
平
井
玲
子
さ
ん
を
介
し
て
話
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
り
、平
成
25
年
７
月
、と
く
な
が
女
性

ク
リ
ニッ
ク
で
第
１
回
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
さ
が
わ
小
児
科
ク
リ
ニッ
ク　

笹
川 

富
士
雄

3 2



目
　
次

は
じ
め
に
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

「
つ
な
ぐ
命
」全
１
０
８
回

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
奇
跡（
徳
永
昭
輝
）……
…
…
…
…
7

ワ
ク
チ
ン
デ
ビ
ュ
ー（
笹
川
富
士
雄
）……
…
…
…
…
…
…
…
8

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
佐
藤
雅
久
／
高
桑
好
一
）……
…
…
…
…
9

子
宮
頸
が
ん
と
ワ
ク
チ
ン（
児
玉
省
二
）……
…
…
…
…
…
…
10

冬
の
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎（
川
崎
琢
也
）……
…
…
…
…
…
11

妊
娠
と
母
子
感
染（
倉
林
工
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー（
上
原
由
美
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
13

妊
娠
時
の
薬（
芹
川
武
大
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

子
ど
も
の
熱
中
症（
塚
野
真
也
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
15

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
石
田
道
雄
）……
…
…
…
…
…
…
…
16

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト（
阿
部
裕
樹
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
17

女
性
と
た
ば
こ（
関
奈
緒
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

Ｂ
型
、Ｃ
型
肝
炎（
大
石
智
洋
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
19

ク
ラ
ミ
ジ
ア（
加
藤
政
美
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

水
ぼ
う
そ
う
と
ワ
ク
チ
ン（
平
野
春
伸
）……
…
…
…
…
…
21

風
疹
と
Ｃ
Ｍ
Ｖ
感
染（
吉
谷
徳
夫
）……
…
…
…
…
…
…
…
22

障
害
児
と
在
宅
医
療（
佐
藤
勇
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
23

産
後
う
つ
を
防
ぐ（
松
山
由
美
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
45

学
校
心
臓
検
診（
鈴
木
博
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー（
小
林
真
紀
子
）……
…
…
…
…
47

ピ
ロ
リ
菌
と
子
ど
も（
小
川
淳
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
48

途
上
国
と
日
本
の
出
産（
鈴
木
美
奈
）……
…
…
…
…
…
…
49

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病（
小
川
洋
平
）……
…
…
…
…
…
…
50

新
型
出
生
前
診
断（
生
野
寿
史
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
51

川
崎
病（
梅
沢
哲
郎
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

不
育
症（
能
仲
太
郎
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
川
崎
琢
也
）……
…
…
…
…
…
…
54

10
代
の
望
ま
な
い
妊
娠（
大
野
正
文
）……
…
…
…
…
…
…
55

発
達
障
が
い（
赤
坂
紀
幸
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
56

分
娩
と
子
宮
脱
、尿
漏
れ（
加
勢
宏
明
）……
…
…
…
…
…
57

ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
竹
内
菊
博
）…
…
58

月
経
困
難
症（
柳
瀬
徹
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
59

成
長
曲
線（
長
崎
啓
祐
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

子
宮
鏡
手
術（
藤
田
和
之
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
皮
膚（
高
見
暁
）……
…
…
…
…
…
…
62

グ
リ
ー
フ
ケ
ア（
森
山
幸
枝
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

チ
ッ
ク（
仁
田
原
康
利
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64

妊
娠
と
運
動（
田
村
正
毅
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

子
ど
も
の
脳
し
ん
と
う（
長
谷
川
聡
）……
…
…
…
…
…
…
66

赤
ち
ゃ
ん
の
難
聴（
泉
修
司
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

母
乳
育
児
の
重
要
性（
永
山
善
久
）……
…
…
…
…
…
…
…
68

風
疹
と
妊
娠（
高
桑
好
一
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

小
児
の
貧
血（
渡
辺
輝
浩
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70

母
体
救
命
セ
ミ
ナ
ー（
倉
林
工
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
71

学
校
検
尿（
山
田
剛
史
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72

妊
婦
健
診
と
超
音
波
検
査（
関
塚
直
人
）……
…
…
…
…
…
73

気
掛
か
り
な
発
達
・
行
動（
福
島
愛
）……
…
…
…
…
…
…
74

子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン（
関
根
正
幸
）……
…
…
…
…
75

百
日
咳（
川
崎
琢
也
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症（
風
間
芳
樹
）……
…
…
…
…
…
…
77

子
ど
も
の
て
ん
か
ん（
坂
内
優
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
78

産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
荒
川
正
人
）……
…
…
…
…
…
…
79

寝
る
子
は
育
つ（
小
林
武
弘
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

常
位
胎
盤
早
期
剝
離（
西
島
浩
二
）……
…
…
…
…
…
…
…
81

お
た
ふ
く
難
聴（
山
本
浩
介
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

妊
娠
と
梅
毒（
茅
原
保
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

ディ
ス
レ
ク
シ
ア（
牧
野
仁
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

お
ぎ
ゃ
ー
献
金（
鈴
木
孝
明
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

母
乳
育
児（
小
嶋
絹
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
86

望
ま
な
い
妊
娠（
渡
辺
典
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

乳
幼
児
と
情
報
機
器（
佐
藤
昌
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
25

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１  

子
へ
の
感
染（
山
口
雅
幸
）……
…
…
…
…
26

子
ど
も
と
遊
び（
柳
本
利
夫
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

妊
娠
高
血
圧
症
候
群（
安
田
雅
子
）……
…
…
…
…
…
…
…
28

虐
待
防
止
学
会（
田
中
篤
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

妊
娠
・
出
産
の
適
齢
期（
佐
々
木
綾
子
）……
…
…
…
…
…
30

小
児
ぜ
ん
そ
く（
五
十
嵐
隆
夫
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
31

子
宮
頸
が
ん
と
妊
娠（
榎
本
隆
之
）……
…
…
…
…
…
…
…
32

抗
生
物
質
の
必
要
性（
齋
藤
昭
彦
）……
…
…
…
…
…
…
…
33

愛
さ
れ
て
育
つ
脳（
岡
崎
実
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

魚
沼
基
幹
病
院
の
役
割（
加
嶋
克
則
）……
…
…
…
…
…
…
35

お
ね
し
ょ
と
夜
尿
症（
郡
司
哲
己
）……
…
…
…
…
…
…
…
36

妊
娠
糖
尿
病（
浅
野
堅
策
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

熱
性
け
い
れ
ん（
庄
司
義
興
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

夏
に
目
立
つ
皮
膚
の
病
気（
橋
本
尚
士
）……
…
…
…
…
…
39

妊
娠
期
の
口
腔
ケ
ア（
伊
藤
加
代
子
／
井
上
誠
）……
…
…
40

妊
娠
と
乳
が
ん（
山
田
潔
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

新
生
児
医
療
の
こ
れ
か
ら（
和
田
雅
樹
）……
…
…
…
…
…
42

実
効
性
あ
る
少
子
化
対
策（
長
谷
川
功
）……
…
…
…
…
…
43

お
薬
以
上
の
ア
ド
バ
イ
ス（
大
塚
岳
人
）…
…
…
…
…
…
…
44

5 4



掲載日／2013.10.4

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
勧
奨
再
開（
奥
川
敬
祥
）……
…
…
…
…
108

妊
娠
と
葉
酸（
相
田
浩
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
109

赤
ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン
ケ
ア（
大
塚
岳
人
）……
…
…
…
…
…
…
110

体
外
受
精
―
胚
移
植（
菅
谷
進
）……
…
…
…
…
…
…
…
111

血
液
型
不
適
合
妊
娠（
有
波
良
成
）……
…
…
…
…
…
…
…
112

小
児
科
の
社
会
的
役
割（
奥
川
敬
祥
）……
…
…
…
…
…
…
113

生
ま
れ
て
き
た
奇
跡
は
続
く（
徳
永
昭
輝
）……
…
…
…
…
114

お
わ
り
に
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
115

〈
お
こ
と
わ
り
〉

本
書
は
２
０
１
３
年
10
月
か
ら
２
０
２
２
年
11
月
ま
で
新
潟
日
報
に
掲
載

し
た
連
載「
つ
な
ぐ
命
」を
再
構
成
し
て
書
籍
化
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た
も
の
で
す
。所
属
、

肩
書
、年
齢
な
ど
は
掲
載
当
時
の
も
の
で
す
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掲載日／2022.11.28

お
わ
り
に

　
「
つ
な
ぐ
命
」に
掲
載
さ
れ
た
各
コ
ラ
ム
記
事
は
、上
記
の
よ
う
に

「
生
命
の
誕
生
と
育
み
」に
直
接
的
・
間
接
的
に
関
係
す
る
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。令
和
３
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
出
生
数
は

約
80
万
人
で
あ
り
、第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
約
３
分
の
１
、第
２

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
半
数
以
下
で
あ
り
、少
子
化
対
策
は
国
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。少
子
化
に
対
す
る
妙
案
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、本
連
載
で
テ
ー
マ
と
し
た「
生
命
の
誕
生
と

育
み
」を
通
し
て
命
の
尊
さ
、新
し
い
命
の
誕
生
の
喜
び
を
多
く
の

方
々
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
冊
子
を
上
梓
す
る
に
あ
た
り
、執
筆
を
担
当
さ
れ
た
先
生

方
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。ま
た
、連
載
継
続
に
あ
た
り
、

ご
指
導
、ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
新
潟
日
報
社
報
道
部
の

中
山
佳
子
様
、平
井
玲
子
様
、石
原
亜
矢
子
様
、高
橋
渉
様
、

徐
裕
子
様
、榎
本
文
様
、福
澤
ゆ
か
り
様
は
じ
め
担
当
さ
れ
た

皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

全
国
有
数
の
地
方
紙
で
あ
る
新
潟
日
報
紙
上
に
お
い
て
毎
月

１
回
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
記
事「
つ
な
ぐ
命
」は
、主
に
小
児
科

と
産
婦
人
科
の
先
生
方
が
交
互
に
筆
を
執
ら
れ
、９
年
余
り
に

わ
た
り
連
載
さ
れ
ま
し
た
。平
成
25
年
に
、当
時
の
新
潟
県
小
児

科
医
会
会
長
笹
川
富
士
雄
先
生
と
新
潟
県
産
婦
人
科
医
会

会
長
徳
永
昭
輝
先
生
が
中
心
と
な
り
、新
潟
日
報
社
の
担
当
の

方
と
企
画
案
を
練
り
、開
始
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
後

小
児
科
医
会
と
産
婦
人
科
医
会
の
担
当
者
が
定
期
的
に
話
し

合
い
を
行
い
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。直
近
の
お
よ
そ
３
年
間

は
未
曽
有
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
企
画
の

話
し
合
い
が
困
難
な
状
況
で
し
た
が
、多
く
の
先
生
方
の
ご
協

力
に
よ
り
連
載
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
に
徳
永
昭
輝
先
生
が
執
筆
さ
れ
た「
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
は
奇
跡
」に
始
ま
り
、「
生
命
の
誕
生
と
育
み
」に

関
係
す
る
テ
ー
マ
を
選
び
、こ
れ
ま
で
１
０
８
編
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
。企
画
の
段
階
か
ら
、連
載
に
区
切
り
が
つ
い

た
時
点
で
の
書
籍
化
の
話
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、本
連

載
を
完
結
す
る
に
当
た
り
、書
籍
化
す
る
こ
と
と
な
り
、こ
の
た

び
の
上
梓
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
12
月　

新
潟
県
産
婦
人
科
医
会
会
長

髙
桑 

好
一  

記
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